
市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
市
民
と
と
も
に
安
全
と

環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う

［3］こまえ市議会だよりNo.205平成29年（2017年）6月1日［３］こまえ市議会だよりNo.206平成29年（2017年）8月15日

①
世
田
谷
通
り
、
狛
江
三
差
路
か
ら
新
一
の
橋

交
差
点
の
間
に
横
断
歩
道
の
新
設
を
要
望
し
て

ほ
し
い
。
②
狛
江
駅
小
田
急
マ
ル
シ
ェ
の
空
調
室
外

機
か
ら
の
不
快
な
温
風
が
歩
行
者
に
当
た
ら
な
い
よ

う
な
改
善
策
を
。
③
環
境
負
荷
の
少
な
い
石
け
ん
と

合
成
洗
剤
の
違
い
、
有
害
物
質
と
し
て
の
毒
性
の
周

知
啓
発
。
④
こ
ま
エ
コ
ま
つ
り
の
特
徴
、
去
年
の
反

省
点
と
継
承
点
。
⑤
市
民
団
体
エ
ネ
こ
ま
の
多
摩
川

で
の
小
水
力
発
電
の
可
能
性
の
調
査
を
ど
う
協
働
し

進
め
る
の
か
。

①
警
視
庁
が
現
地
の
状
況
等
を
確
認
し
横
断
歩

道
の
設
置
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
所

轄
で
あ
る
調
布
警
察
署
に
伝
え
る
②
設
置
場
所
の
変

更
等
を
ビ
ル
管
理
者
に
お
願
い
し
て
い
る
③
こ
ま
ｅ

ｃ
ｏ
通
信
等
を
利
用
し
て
周
知
④
子
供
服
と
マ
タ
ニ

テ
ィ
服
の
交
換
会
等
を
実
施
。
昨
年
度
実
施
の
も
の

は
継
承
し
、
雨
天
時
の
対
応
と
し
て
テ
ン
ト
数
を
増

⑤
こ
ま
エ
コ
ま
つ
り
で
電
力
発
電
の
体
験
を
実
施
。

吉
野
芳
子

第２回定例会では、６月５日、６日、８日、９日の４日間にわたり20人の議員から一般質問が行われました。
各議員の主な質問と答弁を要約して掲載します。

①
東
京
都
で
の
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数
は
約
１
万
件
。

８
割
に
子
供
が
い
て
暴
力
が
子
供
に
及
ん
で
い

る
家
庭
が
５
割
超
で
あ
る
。
被
害
者
が
逃
げ
た
場
合

離
婚
が
成
立
す
る
ま
で
の
支
援
。
②
被
害
者
の
情
報

漏
え
い
防
止
対
策
。
③
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
啓
発
。
④
Ｈ

Ｐ
で
の
情
報
発
信
。
⑤
暴
力
根
絶
へ
向
け
た
考
え
方
。

①
法
に
よ
る
一
定
の
要
件
や
手
続
が
必
要
に
な

る
が
、
児
童
手
当
や
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
可

能
。無
料
法
律
相
談
紹
介
等
の
支
援
実
施
。②
関
係
部

署
間
で
情
報
提
供
、
課
題
整
理
等
。③
狛
江
高
校
の

生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
予
定
。④
情
報
を
よ
り
探

し
や
す
く
な
る
よ
う
工
夫
。⑤
行
政
と
し
て
関
わ
れ

る
限
界
や
節
度
を
認
識
し
、関
係
機
関
と
連
携
す
る
。

①
教
員
の
超
過
勤
務
は
約
6
割
が
過
労
死
ラ
イ

ン
を
超
え
て
い
る
と
い
う
調
査
結
果
に
対
し
狛

江
で
の
改
善
に
つ
い
て
認
識
は
②
忙
し
さ
の
原
因
と

校
務
軽
減
の
課
題
と
は
③
部
活
動
の
顧
問
を
断
る
事

は
可
能
か
④
外
部
指
導
員
の
謝
礼
は
⑤
教
育
の
質
担

保
の
為
に
先
生
の
働
き
方
改
革
を
ど
う
進
め
る
か
。

①
課
題
と
し
て
認
識
②
生
活
指
導
等
に
追
わ
れ

時
間
内
授
業
準
備
が
困
難
。労
働
環
境
の
研
究・

整
備
が
課
題
③
可
能
だ
が
、
基
本
全
員
が
担
当
す
る

④
予
算
確
保
し
て
い
る
⑤
子
供
に
向
き
合
う
時
間
の

確
保
や
勤
務
時
間
適
正
化
等
を
進
め
て
い
き
た
い
。

①
空
家
空
き
部
屋
の
活
用
の
た
め
の
進
捗
、
計

画
と
条
例
の
今
年
度
中
の
策
定
を
求
め
る
②
高

齢
者
単
身
世
帯
数
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

な
い
元
気
高
齢
者
へ
の
支
援
体
制
③
福
祉
的
就
労
だ

け
で
な
く
日
野
市
で
実
践
し
て
い
る
多
様
な
働
く
場

の
創
出
等
情
報
共
有
や
見
学
・
学
習
の
機
会
を
市
民

に
提
供
す
べ
き
④
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

と
日
本
空
間
デ
ザ
イ
ン
協
会
と
の
協
力
で
周
知
活
動

の
推
進
と
市
民
参
加
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
要
望
。

①
空
家
等
対
策
推
進
協
議
会
準
備
会
を
立
ち
上

げ
た
。
計
画
と
条
例
は
今
年
度
中
に
説
明
会
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
策
定
す
る
よ
う
進
め

て
い
く
。
②
４
６
５
２
世
帯
。
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
等
の
ほ
か
地
域
住
民
に
よ
る
見
守
り

や
交
流
体
制
を
構
築
。
③
先
進
自
治
体
の
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
く
。
④
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
周
知
、
集
客

等
に
つ
な
が
る
の
で
、
実
施
に
向
け
て
検
討
す
る
よ

う
セ
ン
タ
ー
に
伝
え
る
。

先
生
の
人
権
を
守
り
教
育
の
質
担
保
の
為
に

「
先
生
の
働
き
方
改
革
」を
進
め
よ
う

山
本
暁
子

全
て
の
暴
力
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
面
前
Ｄ
Ｖ
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

①
連
絡
坑
の
狛
江
で
の
本
数
②
工
法
と
安
全
性

の
説
明
は
③
対
象
世
帯
、
要
援
護
者
数
④
博
多

は
15
分
で
陥
没
。
緊
急
時
住
民
避
難
計
画
策
定
や
訓

練
必
要
。
事
業
者
ネ
ク
ス
コ
東
日
本
か
ら
説
明
は
⑤

シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
が
通
る
時
期
や
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

の
場
所
は
⑥
住
民
・
自
治
体
・
事
業
者
で
対
応
を
。

①
１
カ
所
②
事
業
者
が
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
等
で

周
知
③
対
象
世
帯
等
は
把
握
し
て
い
な
い
が
事

業
者
が
約
２
０
０
件
調
査
④
避
難
計
画
等
の
打
ち
合

わ
せ
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
⑤
市
は
答
え
る
こ
と
が

で
き
る
立
場
に
な
い
⑥
国
、
都
、
沿
道
の
区
市
町
村

が
連
携
し
て
統
一
的
な
対
応
を
検
討
し
て
い
く
も
の
。

①
国
際
姉
妹
都
市
提
携
は
、
未
来
を
担
う
子
供

た
ち
に
我
が
国
と
世
界
の
国
々
の
歴
史
、
文
化
、

習
慣
な
ど
を
学
び
交
流
す
る
こ
と
を
通
じ
、
進
ん
で

平
和
な
社
会
実
現
へ
貢
献
す
る
人
材
育
成
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
る
。
市
の
考
え
は
。
②
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
で
、
市
民
が
一
つ
に
な
れ

る
「
一
市
一
国
応
援
制
度
」
を
提
案
し
た
。
検
討
状

況
は
。
③
中
学
生
の
海
外
派
遣
制
度
の
検
討
状
況
は
。

①
国
内
外
に
狛
江
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
と
と

も
に
、
お
互
い
に
理
解
を
深
め
、
住
民
や
文
化

の
交
流
に
よ
り
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
な
ど
、

有
効
性
は
高
い
と
考
え
る
。
②
市
民
が
外
国
の
方
々

と
交
流
し
、
参
加
国
を
応
援
す
る
取
り
組
み
で
あ
る

た
め
、
市
と
縁
の
あ
る
国
を
中
心
に
検
討
し
て
い
る
。

③
国
際
理
解
教
育
の
一
環
と
し
て「
H
o
p
S
t
e
p

J
u
m
p
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
中
の「
J
u
m
p
」で

は
、
渡
航
に
よ
る
交
流
の
可
能
性
を
探
る
。

①
北
朝
鮮
は
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
本
年
９
回
も
発

射
、
日
本
海
Ｅ
Ｅ
Ｚ
に
着
弾
。
隣
国
の
平
和
を

愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
で
き
な
い
状

況
の
よ
う
だ
。
市
民
が
民
間
防
衛
と
し
て
生
命
、
身

体
、
財
産
を
守
れ
る
よ
う
周
知
、
訓
練
す
べ
き
。
市

長
の
考
え
は
。
②
狛
江
市
国
民
保
護
計
画
の
詳
細
は
。

③
市
Ｈ
Ｐ
改
善
を
要
望
し
た
。対
応
は
。④
地
震
と
ミ

サ
イ
ル
攻
撃
で
は
避
難
方
法
が
違
う
。防
災
教
育
の

取
り
組
み
は
。⑤
避
難
所
運
営
協
議
会
と
の
連
携
は
。

①
武
力
攻
撃
事
態
へ
の
対
処
に
注
視
、
市
民
の

安
心
安
全
を
守
る
立
場
か
ら
も
や
れ
る
こ
と
か

ら
対
処
し
て
い
き
た
い
。
②
武
力
攻
撃
4
種
類
、
緊

急
対
処
事
態
4
種
類
が
あ
る
。
③
国
民
保
護
の
ペ
ー

ジ
や
内
閣
官
房
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
を
設

け
た
。
④
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
も
含
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
事

態
を
想
定
し
た
防
災
教
育
の
推
進
が
大
切
で
あ
る
。

⑤
避
難
所
運
営
協
議
会
の
皆
様
の
意
向
も
踏
ま
え
検

討
課
題
と
し
た
い
。

北
朝
鮮
等
に
よ
る
攻
撃
対
応
に
つ
い
て

辻
村
と
も
こ

国
際
姉
妹
都
市
提
携
と
中
学
校
海
外
派
遣
事
業
の

新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て（
パ
ー
ト
２
）

①
土
手
天
端
舗
装
の
方
針
基
本
３
点
②
舗
装
決

定
の
経
緯
は
市
長
が
出
し
た
要
望
書
③
３
点
は

な
ぜ
蹴
ら
れ
市
予
算
で
対
策
に
④
天
端
高
速
自
転
車

対
策
不
十
分
。
舗
装
を
粗
く
せ
よ
⑤
環
境
へ
の
配
慮
、

輻
射
熱
対
策
の
み
で
不
十
分
。
高
額
の
保
水
性
舗
装

の
評
価
せ
よ
⑥
小
段
自
転
車
誘
導
危
険
対
策
を
。

①
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
・
安
心
安
全
・
周

辺
と
の
調
和
②
国
の
水
防
災
意
識
社
会
再
構
築

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
決
定
③
市
が
付
加
的
に
実
施
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
④
自
転
車
操
作
へ
の
付
加

措
置
は
大
事
故
に
繋
が
る
危
険
あ
り
⑤
標
準
化
さ
れ

た
技
術
で
あ
る
た
め
予
定
な
し
⑥
意
見
と
し
て
承
る
。

市
原
広
子

外
環
道
、突
然
の
横
連
絡
坑
建
設
が
決
定
。

博
多
陥
没
事
故
を
受
け
、避
難
計
画
等
対
策
を

①
若
者
や
大
人
の
抱
え
る
困
り
事
で
増
加
し
て

い
る
の
は
②
大
人
の
発
達
障
が
い
の
相
談
は
あ

る
か
③
発
達
障
が
い
に
特
化
し
た
専
門
家
配
置
④
児

童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
建
設
へ
向
か
う
今
、
大
人
を

含
め
た
理
解
促
進
の
施
策
⑤
自
助
グ
ル
ー
プ
の
活
用
。

①
聴
覚
過
敏
、
偏
食
、
忘
れ
物
の
多
さ
、
感
情

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
苦
手
等
②
家
族
か
ら
の
相

談
が
多
い
③
専
門
職
の
配
置
は
現
状
厳
し
い
④
市
民

へ
の
障
が
い
の
理
解
促
進
と
普
及
啓
発
⑤
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
を
仲
介
と
し
て
相
互
に
つ
な
が
れ
ば
。

誰
も
が
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
―
と
も
に

働
く
場
づ
く
り
、ト
イ
レ・ベ
ン
チ
の
充
実

大
人
の
発
達
障
が
い
の
理
解
と
切
れ
目
な
い
支
援

カ
サ
ン
ド
ラ
症
候
群
な
ど
家
族
へ
の
対
策
を

多
摩
川
土
手
舗
装
。下
流
土
手
こ
そ
危
険
。最
も
丈

夫
な
土
手
を
壊
し
３
年
は
か
え
っ
て
危
険
に

①
面
会
交
流
時
に
子
供
の
命
が
失
わ
れ
て
い
る

こ
と
へ
の
市
の
見
解
②
14
年
の
民
法
改
正
を
受

け
て
の
面
会
交
流
推
進
状
況
③
Ｄ
Ｖ
被
害
の
連
れ
去

り
離
婚
、
離
婚
後
の
相
手
へ
の
高
葛
藤
の
場
合
の
面

会
交
流
支
援
に
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を
。

①
面
会
交
流
で
子
が
命
を
失
う
こ
と
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
面
会
交
流
支
援
の
必
要
性
と
と

も
に
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
②
国
は
面
会
交
流
支
援
を

進
め
て
い
る
③
都
等
が
既
に
実
施
。市
で
の
実
施
は
困

難
と
考
え
て
い
る
が
引
き
続
き
情
報
収
集
等
を
行
う
。

離
婚
後
親
子
の
面
会
交
流
へ
の
市
の
対
応
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